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CS-200 用 USB ドライバおよび本書を含むマニュアル類に関するご注意 

 

・ 色彩輝度計 CS-200 を PC などと接続して使用する場合、CS-200 用 USB ドライバが必

要です。 

・ CS-200 用 USB ドライバおよび本書を含むマニュアル類（以下本ソフトウェアと呼ぶ）

の著作権は、コニカミノルタ㈱にあります。 

・ 本ソフトウェアの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 

・ 本ソフトウェアは、色彩輝度計 CS-200 をご購入いただいたお客様が使用許諾書に同

意いただいたもとでのみ使用することができます。 

・ 本通信仕様書に記載のコマンドを無断で、商用販売目的のソフトウェアに使用する

ことはできません。 

・ 本書は PC 通信の基本を理解されている方への説明用として準備されたものです。 

・ 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは、禁止されています。 

・ 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。 

・ 本書は内容について万全を期していますが、万一不審な点や誤り、記載もれなどで

お気づきの点がございましたら、お問い合わせ窓口までご連絡ください。 

・ 本書の内容を運用した結果につきましては、上記にかかわらず責任を負いかねます

ので、あらかじめご了承ください。 

・ 本書に記載の会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 
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１．概要 

 ＰＣからＣＳ－２００本体へのコマンド、およびＣＳ－２００本体からのコマンド応答は

固定長の ASCII 文字列で構成されます（「４．文字コード表」参照）。また文字列の最後に

はデリミタコード（CR+LF）を付随させて下さい。 

データ送信（ホスト→ＣＳ－２００）：最大６４文字 

データ受信（ホスト←ＣＳ－２００）：２５０文字固定 

 コマンドやエラーチェックコード（コマンド応答の本体部）と付随されるパラメータとの

間、および各パラメータ間は、カンマ区切りで構成されます。 

 エラーチェックコードが“ＥＲ＊＊”のとき（＊：英数字）、パラメータは付随されません。 

 大文字と小文字の区別は行われます。また、スペースも文字として処理されます。 
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２．通信コマンド 

ＢＬＲ（液晶のバックライト設定を読み込む） 

コマンド名 ＢＬＲ ： Backlight Read 

機能 液晶のバックライト設定を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＢＬＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，モード”＋デリミタ 

説明： 

液晶のバックライト設定を読み込みます。 

フォーマット： 

－ モード設定  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ モード設定  “０”：ＯＦＦ  “１”：ＯＮ 
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ＢＬＳ（液晶のバックライトをＯＮ/ＯＦＦする） 

コマンド名 ＢＬＳ ： Backlight Set 

機能 液晶のバックライトをＯＮ/ＯＦＦする 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＢＬＳ，モード設定”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

液晶のバックライトをＯＮ/ＯＦＦします。 

フォーマット： 

－ モード設定  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ モード設定  “０”：ＯＦＦ  “１”：ＯＮ 
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ＣＡＤ（校正ＣＨデータを全消去する） 

コマンド名 ＣＡＤ ： Channel Data All Delete 

機能 校正ＣＨデータを全消去する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＣＡＤ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

校正チャンネルに設定されているデータ（ＩＤ、校正係数、基準色）を全消去します。 

フォーマット： 

パラメータ値の範囲： 
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ＣＤＲ（ＣＨデータを読み込む） 

コマンド名 ＣＤＲ ：Channel Data Read 

機能 ＣＨデータを読み込む（バックアップ用） 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＣＤＲ，校正ＣＨ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，ＣＨ情報，校正係数”＋デリミタ

 “ＣＮＴ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，基準値，校正値”＋デリミタ

説明： 

ＣＨの情報をＰＣにバックアップするために使用します。ＣＤＳコマンドを使用することによ

り、本体にデータを復旧したり、ＣＨをコピーすることができます。 

ＣＤＲの応答とＣＮＴの応答を併せて１チャンネル分のデータになります。ＣＤＲコマンドの

応答に続けてＣＮＴを送信してください。途中で別のコマンドを送信した場合は、このコマン

ドによる校正チャンネルデータの読み出しはキャンセルされます。最初からやり直して下さ

い。 

注意： 

校正ＣＨ００はコニカミノルタ校正基準専用測定チャンネルとしており、コニカミノルタ校正

の補正係数が設定されているため変更はできません。従ってＣＨ００に対しては、本コマンド

で情報を読み出すことはできますが、ＣＤＳコマンドで係数を設定することはできません。 

フォーマット： 

－ 校正ＣＨ “＊＊” 

－ ＣＨ情報 “＊＊，＊，＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

       （①：校正ＣＨ、②：モード、③：視野、④：ＩＤ） 

－ 校正係数 “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊， 

        ･･･････，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊” （16 桁×9個） 

       （①：ａ11、②：ａ12、③：ａ13、④：ａ21、⑤：ａ22、⑥：ａ23、⑦：ａ31、 

        ⑧：ａ32、⑨：ａ33） 

－ 基準値  “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊”

       （①：Ｘ、②：Ｙ、③：Ｚ） 

－ 校正値  “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，

        ･･･････，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊” （11 桁×12 個） 

       （①：ＸＷ、②：ＹＷ、③：ＺＷ、④：ＸＲ、⑤：ＹＲ、⑥：ＺＲ、 

        ⑦：ＸＧ、⑧：ＹＧ、⑨：ＺＧ、⑩：ＸＢ、⑪：ＹＢ、⑫：ＺＢ） 
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パラメータ値の範囲： 

－ 校正ＣＨ “＿０”～“２０” 

〔ＣＨ情報〕 

－ 校正ＣＨ “＿０”～“２０” 

－ モード  “０”：コニカミノルタ基準  “１”：１点校正  “２”：マトリクス校正 

－ 視野   “０”：２°  “１”：１０°   

       “９”：本体の視野設定と同じ 

－ ＩＤ情報 半角９文字 

－ 校正係数 “００００００００００００００００”～“FFFFFFFFFFFFFFFF” （IEEE 倍精度形式） 

－ 基準値 

－ 校正値 
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ＣＤＳ（バックアップしたＣＨデータを本体に設定する） 

コマンド名 ＣＤＳ ： Channel Data Set 

機能 バックアップしたＣＨデータを本体に設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＣＤＳ，ＣＨ情報”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

 “ＣＮＴ，校正係数１”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

 “ＣＮＴ，校正係数２”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

 “ＣＮＴ，校正係数３”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

 “ＣＮＴ，基準値”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

 “ＣＮＴ，校正値１”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

 “ＣＮＴ，校正値２”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

 “ＣＮＴ，校正値３”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

 “ＣＮＴ，校正値４”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

説明： 

バックアップした校正チャンネルデータを本体に設定します。 

ＣＤＳコマンドを送信後、連続してＣＮＴコマンドでデータを送信してください。途中で別の

コマンドを送信した場合は、このコマンドによる校正チャンネルデータ設定はキャンセルされ

ます。 

注意： 

校正ＣＨ００はコニカミノルタ校正基準専用測定チャンネルとしており、コニカミノルタ校正

の補正係数が設定されているため変更はできません。従ってＣＨ００に対しては、ＣＤＲコマ

ンドで情報を読み出すことはできますが、本コマンドで係数を設定することはできません。 

また、校正データは測定値を算出するための大事なデータですので、ＣＤＲコマンドで読み出

したデータをそのまま再設定するようにしてください。 
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フォーマット： 

－ ＣＨ情報 “＊＊，＊，＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

       （①：校正ＣＨ、②：モード、③：視野、④：ＩＤ） 

－ 校正係数１“＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊， 

        ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

       （①：ａ11、②：ａ12、③：ａ13） 

－ 校正係数２“＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊， 

        ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

       （①：ａ21、②：ａ22、③：ａ23） 

－ 校正係数３“＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊， 

        ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

       （①：ａ31、②：ａ32、③：ａ33） 

－ 基準値  “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊”

       （①：Ｘ、②：Ｙ、③：Ｚ） 

－ 校正値１ “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊”

       （①：ＸＷ、②：ＹＷ、③：ＺＷ） 

－ 校正値２ “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊”

       （①：ＸＲ、②：ＹＲ、③：ＺＲ） 

－ 校正値３ “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊”

       （①：ＸＧ、②：ＹＧ、③：ＺＧ） 

－ 校正値４ “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊”

       （①：ＸＢ、②：ＹＢ、③：ＺＢ） 

パラメータ値の範囲： 

－ 校正ＣＨ  “＿１”～“２０” 
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ＣＨＤ（校正ＣＨデータを消去する） 

コマンド名 ＣＨＤ ： Channel Data Delete 

機能 校正ＣＨデータを消去する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＣＨＤ，校正ＣＨ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

校正チャンネルに設定されているデータ（ＩＤ、校正係数、基準色）を消去します。 

フォーマット： 

－ 校正ＣＨ  “＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 校正ＣＨ  “＿１”～“２０” 
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ＣＨＲ（校正ＣＨを読み込む） 

コマンド名 ＣＨＲ ： Calibration Channel Read 

機能 校正チャンネルを読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＣＨＲ，校正ＣＨ１”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，校正ＣＨ２，モード，視野，ＩＤ”＋デリミタ

説明： 

現在設定されている校正チャンネルを読み込みます。 

フォーマット： 

－ 校正ＣＨ１  “＊＊” 

－ 校正ＣＨ２  “＊＊” 

－ モード “＊” 

－ 視野 “＊” 

－ ＩＤ  “＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 校正ＣＨ１“＿０”～“２０”または “９９”：本体で選択されているアクティブＣＨ 

－ 校正ＣＨ２“＿０”～“２０” 

－ モード  “０”：コニカミノルタ基準  “１”：１点校正  “２”：マトリクス校正 

－ 視野   “０”：２°  “１”：１０°   

       “９”：本体の視野設定と同じ 

－ ＩＤ情報 半角９文字 
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ＣＨＳ（校正ＣＨを設定する） 

コマンド名 ＣＨＳ ： Calibration Channel Set 

機能 校正チャンネルを設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＣＨＳ，校正ＣＨ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

校正チャンネルを設定します。 

フォーマット： 

－ 校正ＣＨ  “＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 校正ＣＨ  “＿０”～“２０” 
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ＣＩＳ（校正ＣＨのＩＤを設定する） 

コマンド名 ＣＩＳ ： Calibration Channel Identification Set 

機能 校正チャンネルＩＤを設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕                 〔本体〕 

 “ＣＩＳ，校正ＣＨ，ＩＤ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

校正チャンネルＩＤを設定します。ＩＤは半角９文字固定長で設定してください。 

ＩＤに使用できる文字は、「４．文字コード表」を参照してください。 

フォーマット： 

－ 校正ＣＨ  “＊＊” 

－ ＩＤ    “＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 校正ＣＨ  “＿１”～“２０” 

－ ＩＤ    半角９文字以内 
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ＣＳＲ（表色系を読み込む） 

コマンド名 ＣＳＲ ： Display Color Space Mode Read 

機能 表色系を読み込む 

動作の流れ： 

 〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＣＳＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，表色系”＋デリミタ 

説明： 

表示表色系を読み込みます。 

フォーマット： 

－ 表色系  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 表色系 

“０”：Ｌｖ･ｘ･ｙ  “１”：Ｌｖ･ｕ’･ｖ’  “２”：Ｌｖ･Ｔ･Δｕｖ 

“３”：Ｘ･Ｙ･Ｚ   “４”：主波長 
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ＣＳＳ（表色系を設定する） 

コマンド名 ＣＳＳ ： Display Color Space Mode Set 

機能 表色系を設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕             〔本体〕 

 “ＣＳＳ，表色系”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

表色系を設定します。 

注意： 

１０°視野のときにはＬｖ･Ｔ･Δｕｖを選択することはできません。 

表示モードが割合（％Ｘ･％Ｙ･％Ｚ）であるときに、Ｘ･Ｙ･Ｚ表色系以外に変更した場合は、

表示モードは色差表示になります。この場合、表色系を再びＸ･Ｙ･Ｚに戻しても、％Ｘ･％Ｙ･

％Ｚにはならず、ΔＸ･ΔＹ･ΔＺになります。 

フォーマット： 

－ 表色系  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 表色系 

 “０”：Ｌｖ･ｘ･ｙ  “１”：Ｌｖ･ｕ’･ｖ’  “２”：Ｌｖ･Ｔ･Δｕｖ 

“３”：Ｘ･Ｙ･Ｚ   “４”：主波長 
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ＤＭＲ（表示モードを読み込む） 

コマンド名 ＤＭＲ ： Display Mode Read 

機能 表示モードを読み込む 

動作の流れ： 

 〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＤＭＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，表示モード”＋デリミタ 

説明： 

表示モードを読み込みます。 

フォーマット： 

－ 表示モード  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 表示モード  “０”：絶対値  “１”：色差  “２”：割合 
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ＤＭＳ（表示モードを設定する） 

コマンド名 ＤＭＳ ： Display Mode Set 

機能 表示モードを設定する 

動作の流れ： 

 〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＤＭＳ，表示モード”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

表示モードを設定します。 

表示モードを“２”に設定するためには、あらかじめ本体の表色系設定がＸ･Ｙ･Ｚである必要

があります。Ｘ･Ｙ･Ｚ以外の表色系で“２”を受け取った場合は、色差表示になります。 

フォーマット： 

－ 表示モード  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 表示モード  “０”：絶対値  “１”：色差  “２”：割合 
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ＤＰＲ（データ保護モードを読み込む） 

コマンド名 ＤＰＲ ： Data Protect Mode Read 

機能 データ保護モードを読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＤＰＲ”＋デリミタ → 

← “エラーチェックコード，データ保護モード”＋デリミタ 

説明： 

データ保護モードを読み込みます。 

フォーマット： 

－ データ保護モード  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ データ保護モード  “０”：保護しない  “１”：保護する 
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ＤＰＳ（データ保護モードを設定する） 

コマンド名 ＤＰＲ ： Data Protect Mode Set 

機能 データ保護モードを設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＤＰＳ，データ保護モード”＋デリミタ → 

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

データ保護モードを設定します。 

フォーマット： 

－ データ保護モード  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ データ保護モード  “０”：保護しない  “１”：保護する 
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ＤＴＲ（日時を読み込む） 

コマンド名 ＤＴＲ ： Date/Time Read 

機能 日時を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＤＴＲ”＋デリミタ → 

← “エラーチェックコード，年月日，時分秒”＋デリミタ 

説明： 

日時を読み込みます。 

フォーマット： 

－ 年月日  “＊＊＊＊＊＊” 

－ 時分秒  “＊＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 年月日  “００＿１＿１”～“９９１２３１”（年月日の順） 

－ 時分秒  “＿０＿０＿０”～“２３５９５９” 
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ＤＴＳ（日時を設定する） 

コマンド名 ＤＴＳ ： Date/Time Set 

機能 日時を設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＤＴＳ，年月日，時分秒”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

日時を設定します。 

年は西暦 2000～2099 年での指定になります。 

フォーマット： 

－ 年月日  “＊＊＊＊＊＊” 

－ 時分秒  “＊＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 年月日  “００＿１＿１”～“９９１２３１”（年月日の順） 

－ 時分秒  “＿０＿０＿０”～“２３５９５９” 
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ＥＴＲ（校正係数を計算し、適用する） 

コマンド名 ＥＴＲ ： Enter 

機能 校正係数を計算し、適用する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕              〔本体〕 

 “ＥＴＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

校正係数を計算し、適用します。校正実行モードの時に有効となり、この時点で設定されてい

る値を基に、係数を計算して本体に設定します。 

このコマンドを実行する前に校正モードを解除すると、校正係数は設定されません。 

ユーザー校正は、ＵＣＳ･ＵＷＴ･ＥＴＲ･ＵＣＳ（解除）の順で行ってください。 

校正を行う対象のＣＨは、ＣＨＲコマンド（“CHR,99”）によって読み出されるＣＨです 

（ＣＨＳコマンドで変更可）。 

フォーマット： 

パラメータ値の範囲： 
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ＦＳＲ（ファインダーシャッターの動作設定を読み込む） 

コマンド名 ＦＳＲ ： Finder Shutter Mode Read 

機能 ファインダーシャッターの動作設定を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＦＳＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，動作モード”＋デリミタ 

説明： 

ファインダーシャッターの動作モードを設定します。 

フォーマット： 

－ 動作モード  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 動作モード  “０”：ＣＬＯＳＥ  “１”：ＯＰＥＮ 
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ＦＳＳ（ファインダーシャッター動作を設定する） 

コマンド名 ＦＳＳ ： Finder Shutter Mode Set 

機能 ファインダーシャッター動作を設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＦＳＳ，動作モード”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

ファインダーシャッターの動作モードを設定します。 

フォーマット： 

－ 動作モード  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 動作モード  “０”：ＣＬＯＳＥ  “１”：ＯＰＥＮ 
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ＩＤＲ（本体のＩＤ情報を読み込む） 

コマンド名 ＩＤＲ ： Identification Read 

機能 本体のＩＤ情報を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＩＤＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，ＩＤ情報”＋デリミタ 

説明： 

本体のＩＤ情報（製品種別、ＲＯＭバージョン、本体番号）を読み込む 

フォーマット： 

－ ＩＤ情報  “＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊” 

 （①：製品種別、②：ＲＯＭバージョン、③：本体番号） 

パラメータ値の範囲： 

－ 製品種別 

 “１８９２－１００”固定 

－ ＲＯＭバージョン 

 “＊＊＊”：３桁（ｖｅｒ＊．＊＊） 

－ 本体番号 

 “＊＊＊＊＊＊＊”：７桁 
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ＬＮＲ（レンズ/測定角を読み込む） 

コマンド名 ＬＮＲ ： Measurement Lens Read 

機能 レンズ/測定角を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＬＮＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，レンズ，測定角”＋デリミタ 

説明： 

レンズ/測定角を読み込みます。 

フォーマット： 

－ レンズ  “＊” 

－ 測定角  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ レンズ 

“０”：標準レンズ 

“１”：クローズアップレンズ１（Ｎｏ．１０７） 

“２”：クローズアップレンズ２（Ｎｏ．１２２） 

“３”：ユーザー１（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

“４”：ユーザー２（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

“５”：ユーザー３（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

－ 測定角 

“０”：０．１°  “１”：０．２°  “２”：１°   
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ＬＮＳ（レンズを設定する） 

コマンド名 ＬＮＳ ： Measurement Lens Set 

機能 レンズを設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＬＮＳ，レンズ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

レンズを設定します。 

ユーザー１～ユーザー３を選択するためには、ＰＣソフトでレンズ・フィルター等の係数を事

前に登録しておく必要があります。 

フォーマット： 

－ レンズ  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ レンズ 

“０”：標準レンズ 

“１”：クローズアップレンズ１（Ｎｏ．１０７） 

“２”：クローズアップレンズ２（Ｎｏ．１２２） 

“３”：ユーザー１（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

“４”：ユーザー２（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

“５”：ユーザー３（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 
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ＭＡＤ（格納されている測定データを全消去する） 

コマンド名 ＭＡＤ ： Measurement Data All Delete 

機能 保存されている測定データを全消去する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＭＡＤ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

保存されている測定データを全消去します。 

フォーマット： 

パラメータ値の範囲： 
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ＭＤＤ（格納されている測定データを消去する） 

コマンド名 ＭＤＤ ： Measurement Data Delete 

機能 保存されている測定データを消去する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＭＤＤ，データ番号”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

保存されている測定データを消去します。 

フォーマット： 

－ データ番号  “＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ データ番号  “＿＿０”～“１００” 
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ＭＤＲ（測定データを読み込む） 

コマンド名 ＭＤＲ ： Measurement Data Read 

機能 測定データを読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

“ＭＤＲ，表色系”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，測定値情報，測定値”＋デリミタ

説明： 

測定データを読み込みます。 

Ｌｖは本体の輝度単位設定に応じた数値となります（２°視野のときのみ） 

注意： 

Lv、X、Y、Zが表示範囲を超えている場合、エラーコード"OK12"または"OK13"と共に、測定値

パラメータを"-9999999999"として返します。 

T、Δuv が表示範囲外のとき、測定値パラメータは空白となります。 

OHCI 準拠の USB ホストコントローラを搭載した PC 環境で測定を行う場合には、以下の内容に

注意して CS-200 を制御するようにお願いします。 

測定実行後、ＭＤＲコマンドによって測定データを取得する際には、測定が完了する 0.5 秒前

までは通信を行わないようにしてください。（例「“測定時間”－0.5」秒の待ち時間を挿入）。

また、ＭＤＲコマンドの応答のエラーチェックコードが“ＥＲ０２”であるときに、ＭＤＲコ

マンドを再送する場合には、0.3 秒の待ち時間を入れるようにしてください。 

具体例として「色彩輝度計 CS-200 DLL 利用方法」を参照してください。 

フォーマット： 

－ 表色系  “＊” 

－ 測定値情報  “＊，＊，＊，＊＊，＊，＊＊＊＊＊，＊，＊＊” 

 （①：レンズ、②：測定角、③：測定速度、④：測定時間、⑤：同期、⑥：周波数、⑦視野、

⑧：校正ＣＨ） 

－ 測定値 

 “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 表色系 

“０”：Ｌｖ･ｘ･ｙ  “１”：Ｌｖ･ｕ’･ｖ’  “２”：Ｌｖ･Ｔ･Δｕｖ 

“３”：Ｘ･Ｙ･Ｚ   “４”：主波長 
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〔測定値情報〕 

－ レンズ 

“０”：標準レンズ 

“１”：クローズアップレンズ１（Ｎｏ．１０７） 

“２”：クローズアップレンズ２（Ｎｏ．１２２） 

“３”：ユーザー１（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

“４”：ユーザー２（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合）   

“５”：ユーザー３（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

－ 測定角 

“０”：０．１°  “１”：０．２°  “２”：１°   

－ 測定速度 

 “０”：ＬＴＤ．ＡＵＴＯ  “１”：Ｓ－ＦＡＳＴ  “２”：ＦＡＳＴ  “３”：ＳＬＯＷ

 “４”：Ｓ－ＳＬＯＷ  “５”：ＭＡＮＵ  “６”：ＡＵＴＯ 

－ 測定時間（秒数） “＿１”～“６０” 

－ 同期 

 “０”：Ｎｏ－Ｓｙｎｃ  “１”：Ｓｙｎｃ 

－ 周波数  “＿＿＿＿０”または“＿４０００”～“２００００”（１００倍値） 

－ 視野 

 “０”：２°  “１”：１０°   

－ 校正ＣＨ  “＿０”～“２０” 

〔測定値〕 

コマンドパラメータで指定した表色値を応答する。 

（例）Ｌｖ･ｘ･ｙ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３１２７，＿＿＿＿＿０．３２９３”  

  （Ｌｖ）   （ｘ）   （ｙ） 

（例）Ｌｖ･ｕ’･ｖ’ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３３３３，＿＿＿＿＿０．３３３３”  

  （Ｌｖ）   （ｕ’）   （ｖ’） 

（例）Ｌｖ･Ｔ･Δｕｖ（Δｕｖでプラスの場合は、先頭は空白文字） 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿＿６５００，＿＿＿＿－０．００５０” 

  （Ｌｖ）   （Ｔ）   （Δｕｖ） 

（例）Ｘ･Ｙ･Ｚ 

“＿＿＿＿＿５５．４４２，＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿９．００１” 

  （Ｘ）   （Ｙ）   （Ｚ） 

（例）主波長 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿５５０．４，＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

  （Ｌｖ）   （主波長）  （空白） 
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ＭＥＭ（測定データを格納する） 

コマンド名 ＭＥＭ ： Memory 

機能 測定データを格納する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＭＥＭ，データ番号”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

測定データを保存します。 

フォーマット： 

－ データ番号  “＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ データ番号  “＿＿０”～“１００” 
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ＭＥＳ（測定を実行/中断する） 

コマンド名 ＭＥＳ ： Measure 

機能 測定を実行/中断する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＭＥＳ，モード設定”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，測定時間”＋デリミタ

説明： 

測定を実行/中断します。測定データを取得するにはＭＤＲコマンドを使用します。 

注意： 

OHCI 準拠の USB ホストコントローラを搭載した PC 環境で測定を行う場合には、以下の内容に

注意して CS-200 を制御するようにお願いします。 

測定実行後、ＭＤＲコマンドによって測定データを取得する際には、測定が完了する 0.5 秒前

までは通信を行わないようにしてください。（例「“測定時間”－0.5」秒の待ち時間を挿入）。

また、ＭＤＲコマンドの応答のエラーチェックコードが“ＥＲ０２”であるときに、ＭＤＲコ

マンドを再送する場合には、0.3 秒の待ち時間を入れるようにしてください。 

具体例として「色彩輝度計 CS-200 DLL 利用方法」を参照してください。 

フォーマット： 

－ モード設定  “＊” 

－ 測定時間   “＊＊”  

パラメータ値の範囲： 

－ モード設定  “０”：測定を中止する  “１”：測定する 

－ 測定時間   “＿０”または“＿１”～“６０” 
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ＭＭＲ（保存モードを読み出す） 

コマンド名 ＭＭＲ ：  

機能 保存モードを読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＭＭＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，保存モード”＋デリミタ 

説明： 

本体単体で使用時での、ＭＥＭＯＲＹキーを押した際の測定データ保存方法を読み込みます。

フォーマット： 

－ 保存モード  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 保存モード 

 “０”：ＡＵＴＯ＿ＮＵＭ  “１”：ＭＡＮ＿ＮＵＭ  “２”：ＡＵＴＯＳＡＶＥ 
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ＭＭＳ（保存モードを設定する） 

コマンド名 ＭＭＳ ：  

機能 保存モードを設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＭＭＳ，保存モード”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

本体単体で使用時での、ＭＥＭＯＲＹキーを押した際の測定データ保存方法を設定します。 

フォーマット： 

－ 保存モード  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 保存モード 

 “０”：ＡＵＴＯ＿ＮＵＭ  “１”：ＭＡＮ＿ＮＵＭ  “２”：ＡＵＴＯＳＡＶＥ 
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ＭＳＲ（測定モード設定を読み込む） 

コマンド名 ＭＳＲ ： Meas Mode Read 

機能 測定モード設定を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＭＳＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，モード設定”＋デリミタ 

説明： 

測定モード設定を読み込みます。 

フォーマット： 

－ モード設定  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ モード設定  “０”：単発測定  “１”：連続測定 
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ＭＳＳ（測定モードを設定する） 

コマンド名 ＭＳＳ ： Meas Mode Set 

機能 測定モードを設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＭＳＳ，モード設定”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

測定モードを設定します。本コマンドは本体を単体で使用するときの動作を設定するものであ

り、通信での測定は常に単発測定で動作します。 

フォーマット： 

－ モード設定  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ モード設定  “０”：単発測定  “１”：連続測定 
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ＯＢＲ（視野を読み込む） 

コマンド名 ＯＢＲ ： Observer Read 

機能 視野を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＯＢＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，視野”＋デリミタ 

説明： 

視野を読み込みます。 

フォーマット： 

－ 視野  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 視野  “０”：２°  “１”：１０° 
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ＯＢＳ（視野を設定する） 

コマンド名 ＯＢＳ ： Observer Set 

機能 視野を設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕            〔本体〕 

 “ＯＢＳ，視野”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

視野を設定します。 

フォーマット： 

－ 視野  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 視野  “０”：２°  “１”：１０°   
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ＲＭＴ（リモートモードを設定/解除する） 

コマンド名 ＲＭＴ ： Remote Mode Set 

機能 リモートモードを設定/解除する 

動作の流れ： 

 〔ＰＣ〕                〔本体〕 

 “ＲＭＴ，モード設定”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

リモートモードを設定/解除します。 

リモートモード設定状態の場合は、通信により本体に対して各種操作を行うことができます

が、本体キーによる操作はできません。 

一方、リモートモード解除状態の場合は、本体との通信はできませんが（“ER16”を応答しま

す）、本体キーによる操作はできます。 

フォーマット： 

－ モード設定  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ モード設定 

“０”：リモートモードを解除する（通信不可/キー操作可状態） 

“１”：リモートモードを設定する（通信可/キー操作不可状態） 
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ＳＣＲ（同期モードを読み込む） 

コマンド名 ＳＣＲ ： Synchronization Mode Read 

機能 同期モードを読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＳＣＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，同期，周波数”＋デリミタ 

説明： 

同期モードを読み込みます。 

フォーマット： 

－ 同期   “＊” 

－ 周波数  “＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 同期 

 “０”：Ｎｏ－Ｓｙｎｃ  “１”：Ｓｙｎｃ 

－ 周波数（Ｈｚ） 

 “＿＿＿＿０”：設定なし 

 “＿４０００”～“２００００”：周波数を１００倍した数値（40.0Hz～200.0Hz） 
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ＳＣＳ（同期モードを設定する） 

コマンド名 ＳＣＳ ： Synchronization Mode Set 

機能 同期モードを設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕                〔本体〕 

 “ＳＣＳ，同期，周波数”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

同期モードを設定します。Ｎｏ－Ｓｙｎｃの場合は、測定速度に応じた測定時間で測定を行う

ことができます。Ｓｙｎｃの場合は、設定された周波数から測定時間が算出されます。 

注意： 

周波数は、Ｎｏ－Ｓｙｎｃの場合には自動的に“０”になります。Ｓｙｎｃの場合には、“０”

は設定できません。 

フォーマット： 

－ 同期   “＊” 

－ 周波数  “＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 同期 

 “０”：Ｎｏ－Ｓｙｎｃ  “１”：Ｓｙｎｃ 

－ 周波数（Ｈｚ） 

 “＿＿＿＿０”：設定なし 

 “＿４０００”～“２００００”：周波数を１００倍した数値（40.0Hz～200.0Hz） 
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ＳＤＲ（格納されている測定データを読み込む） 

コマンド名 ＳＤＲ ： Stored Data Request 

機能 保存されている測定データを読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

“ＳＤＲ，データ番号，表色系”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，測定値情報，測定値”＋デリミタ 

説明： 

本体に保存されている測定データ指定して、ＰＣに取り込みます。 

Ｌｖは本体の輝度単位設定に応じた数値となります（２°視野のときのみ） 

注意： 

Lv、X、Y、Zが表示範囲を超えている場合、エラーコード"OK12"または"OK13"と共に、測定値

パラメータを"-9999999999"として返します。 

T、Δuv が表示範囲外のとき、測定値パラメータは空白となります。 

フォーマット： 

－ データ番号   “＊＊＊” 

－ 表色系  “＊” 

－ 測定値情報  “＊，＊，＊，＊＊，＊，＊＊＊＊＊，＊，＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊， 

＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊” 

 （①：レンズ、②：測定角、③：測定速度、④：測定時間、⑤：同期、⑥：周波数、⑦視野、

⑧：校正ＣＨ、⑨：測定データＩＤ、⑩：測定年月日、⑪：測定時分秒） 

－ 測定値 

 “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ データ番号  “＿＿０”～“１００” 

－ 表色系 

“０”：Ｌｖ･ｘ･ｙ  “１”：Ｌｖ･ｕ’･ｖ’  “２”：Ｌｖ･Ｔ･Δｕｖ 

“３”：Ｘ･Ｙ･Ｚ   “４”：主波長 

〔測定値情報〕 

－ レンズ 

“０”：標準レンズ 

“１”：クローズアップレンズ１（Ｎｏ．１０７） 

“２”：クローズアップレンズ２（Ｎｏ．１２２） 

“３”：ユーザー１（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

“４”：ユーザー２（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

“５”：ユーザー３（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 
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－ 測定角 

“０”：０．１°  “１”：０．２°  “２”：１°   

－ 測定速度 

 “０”：ＬＴＤ．ＡＵＴＯ  “１”：Ｓ－ＦＡＳＴ  “２”：ＦＡＳＴ   

 “３”：ＳＬＯＷ  “４”：Ｓ－ＳＬＯＷ  “５”：ＭＡＮＵ  “６”：ＡＵＴＯ 

－ 測定時間（秒数） “＿１”～“６０” 

－ 同期 

 “０”：Ｎｏ－Ｓｙｎｃ  “１”：Ｓｙｎｃ 

－ 周波数 

  “＿＿＿＿０”または“＿４０００”～“２００００”（１００倍値） 

－ 視野 

 “０”：２°  “１”：１０°   

－ 校正ＣＨ  “＿０”～“２０” 

－ 測定データＩＤ  「４．文字コード表」を参照。 

－ 測定年月日  “００＿１＿１”～“９９１２３１”（年月日の順） 

－ 測定時分秒  “＿０＿０＿０”～“２３５９５９” 

〔測定値〕 

コマンドパラメータで指定した表色値を応答する。 

（例）Ｌｖ･ｘ･ｙ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３１２７，＿＿＿＿＿０．３２９３”  

  （Ｌｖ）   （ｘ）   （ｙ） 

（例）Ｌｖ･ｕ’･ｖ’ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３３３３，＿＿＿＿＿０．３３３３”  

  （Ｌｖ）   （ｕ’）   （ｖ’） 

（例）Ｌｖ･Ｔ･Δｕｖ（Δｕｖでプラスの場合は、先頭は空白文字） 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿＿６５００，＿＿＿＿－０．００５０” 

  （Ｌｖ）   （Ｔ）   （Δｕｖ） 

（例）Ｘ･Ｙ･Ｚ 

“＿＿＿＿＿５５．４４２，＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿９．００１” 

  （Ｘ）   （Ｙ）   （Ｚ） 

（例）主波長 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿５５０．４，＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

  （Ｌｖ）   （主波長）  （空白） 
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ＳＦＲ（色度表示桁数を読み込む） 

コマンド名 ＳＦＲ ： Significant Figure Read 

機能 色度表示桁数を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＳＦＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，表示桁数”＋デリミタ 

説明： 

色度表示桁数を読み込みます。 

フォーマット： 

－ 表示桁数  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 表示桁数  “０”：３桁  “１”：４桁 
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ＳＦＳ（色度表示桁数を設定する） 

コマンド名 ＳＦＳ ： Significant Figure Set 

機能 色度表示桁数を設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕              〔本体〕 

 “ＳＦＳ，表示桁数”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

色度表示桁数を設定します。 

フォーマット： 

－ 表示桁数  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 表示桁数  “０”：３桁  “１”：４桁 
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ＳＩＳ（格納されている測定データのＩＤを設定する） 

コマンド名 ＳＩＳ ： Stored Data Identification Set 

機能 格納されている測定データのＩＤを設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕                 〔本体〕 

 “ＳＩＳ，データ番号，ＩＤ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

格納されている測定データＩＤを設定します。ＩＤは半角９文字固定長で設定してください。

ＩＤに使用できる文字は、「４．文字コード表」を参照してください。 

フォーマット： 

－ データ番号  “＊＊＊” 

－ ＩＤ     “＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ データ番号  “＿＿０”～“１００” 

－ ＩＤ     半角９文字 

 

50/66 
 



KONICA MINOLTA, INC.  2013/ 8/19 
  

色彩輝度計 CS-200 通信仕様書 
 

ＳＭＲ（スリープモード設定を読み込む） 

コマンド名 ＳＭＲ ： Sleep Mode Read 

機能 スリープモード設定を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＳＭＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，モード設定”＋デリミタ 

説明： 

スリープモード設定を読み込みます。 

フォーマット： 

－ モード設定  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ モード設定  “０”：ＯＦＦ  “１”：ＯＮ 

 

51/66 
 



KONICA MINOLTA, INC.  2013/ 8/19 
  

色彩輝度計 CS-200 通信仕様書 
 

ＳＭＳ（スリープモード設定をＯＮ/ＯＦＦする） 

コマンド名 ＳＭＳ ： Sleep Mode Set 

機能 スリープモード設定をＯＮ/ＯＦＦする 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＳＭＳ，モード設定”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

スリープモード設定をＯＮ/ＯＦＦします。 

フォーマット： 

－ モード設定  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ モード設定  “０”：ＯＦＦ  “１”：ＯＮ 
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ＳＰＲ（測定速度を読み込む） 

コマンド名 ＳＰＲ ： Measurement Speed Read 

機能 測定速度を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＳＰＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，測定速度，測定時間”＋デリミタ 

説明： 

測定速度を読み込む。 

フォーマット： 

－ 測定速度  “＊” 

－ 測定時間  “＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 測定速度 

 “０”：ＬＴＤ．ＡＵＴＯ  “１”：Ｓ－ＦＡＳＴ  “２”：ＦＡＳＴ 

 “３”：ＳＬＯＷ  “４”：Ｓ－ＳＬＯＷ  “５”：ＭＡＮＵ  “６”：ＡＵＴＯ 

－ 測定時間（秒数） 

“＿１”～“６０”：測定時間 

“＿０”：設定なし 
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ＳＰＳ（測定速度を設定する） 

コマンド名 ＳＰＳ ： Measurement Speed Set 

機能 測定速度を設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕                   〔本体〕 

 “ＳＰＳ，測定速度，測定時間”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

測定速度を設定します。 

注意： 

測定時間は、ＭＡＮＵの場合のみ設定できます。 

フォーマット： 

－ 測定速度  “＊” 

－ 測定時間  “＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ 測定速度 

 “０”：ＬＴＤ．ＡＵＴＯ  “１”：Ｓ－ＦＡＳＴ  “２”：ＦＡＳＴ 

 “３”：ＳＬＯＷ  “４”：Ｓ－ＳＬＯＷ  “５”：ＭＡＮＵ  “６”：ＡＵＴＯ 

－ 測定時間（秒数） 

“＿１”～“６０”：測定時間 

“＿０”：設定なし 
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ＳＴＲ（本体のステータス状態を読み込む） 

コマンド名 ＳＴＲ ： Status Request 

機能 本体のステータス状態を読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＳＴＲ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，ステータス状態”＋デリミタ 

説明： 

本体のステータス情報（電池状態）を読み込みます。 

フォーマット： 

－ ステータス状態  “＊，＊＊＊，＊＊＊” 

  （①：電池状態、②：保存データ測定データ数、③：最大測定データ数） 

パラメータ値の範囲： 

－ 電池状態    “０”：フル  “１”：残りわずか   

－ 保存データ数  “＿＿０”～“１０１” 

－ 最大データ数  “１０１” 
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ＳＷＥ（本体トリガモードを設定/解除する） 

コマンド名 ＳＷＥ ： Measurement Switch Enable 

機能 本体トリガモードを設定/解除する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＳＷＥ，モード設定”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

本体トリガモードを設定/解除します。 

本体トリガモード設定状態の場合は、リモート状態で本体の測定キーのみ使用できます。本体

トリガモードを解除すると、再びリモート状態に戻ります。 

注意： 

本体トリガモードに設定すると、本体からホールドデータが削除されます。 

本体トリガモードにより測定したデータは、ＭＤＲコマンドで読み出してください。本モード

ではＭＤＲコマンドでデータが読み出されると本体からホールドデータは削除されます。 

フォーマット： 

－ モード設定  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ モード設定 

“０”：本体トリガモードを解除する（リモート状態） 

“１”：本体トリガモードを設定する（リモート状態/本体キー操作可） 
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ＴＡＤ（格納されている基準データを全消去する） 

コマンド名 ＴＡＤ ： Target Data All Delete 

機能 保存されている基準データを全消去する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＴＡＤ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

保存されている基準データを全消去します。 

フォーマット： 

パラメータ値の範囲： 
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ＴＤＤ（格納されている基準データを消去する） 

コマンド名 ＴＤＤ ： Target Data Delete 

機能 保存されている基準データを消去する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＴＤＤ，データ番号”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

保存されている基準データを消去します。 

フォーマット： 

－ データ番号  “＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ データ番号  “＿１”～“２０” 
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ＴＤＲ（格納されている基準データを読み込む） 

コマンド名 ＴＤＲ ： Target Data Request 

機能 保存されている基準データを読み込む 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕               〔本体〕 

 “ＴＤＲ，データ番号，表色系”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード，基準値情報，基準値”＋デリミタ 

説明： 

本体に保存されている基準データ指定して、ＰＣに取り込みます。 

Ｌｖは本体の輝度単位設定に応じた数値となります（２°視野のときのみ） 

基準値が手入力されたものであるときは、データ属性が “１”：入力データ になり、レンズ･

測定角･測定速度･測定時間･同期･周波数のパラメータが空白になります。 

注意： 

Lv、X、Y、Zが表示範囲を超えている場合、エラーコード"OK12"または"OK13"と共に、基準値

パラメータを"-9999999999"として返します。 

T、Δuv が表示範囲外のとき、基準値パラメータは空白となります。 

フォーマット： 

－ データ番号   “＊＊” 

－ 表色系  “＊” 

－ 基準値情報  “＊，＊，＊，＊，＊＊，＊，＊＊＊＊＊，＊，＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊，

＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊” 

 （①：データ属性、②：レンズ、③：測定角、④：測定速度、⑤：測定時間、⑥：同期、 

⑦：周波数、⑧：視野、⑨：校正ＣＨ、⑩：基準値ＩＤ、⑪：測定年月日、⑫：測定時分秒）

－ 基準値 

 “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ データ番号  “＿１”～“２０” 

－ 表色系 

“０”：Ｌｖ･ｘ･ｙ  “１”：Ｌｖ･ｕ’･ｖ’  “２”：Ｌｖ･Ｔ･Δｕｖ 

“３”：Ｘ･Ｙ･Ｚ   “４”：主波長 

〔基準値情報〕 

－ データ属性 

“０”：測定データ  “１”：入力データ 

－ レンズ 

“＿”または 

“０”：標準レンズ 

“１”：クローズアップレンズ１（Ｎｏ．１０７） 
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“２”：クローズアップレンズ２（Ｎｏ．１２２） 

“３”：ユーザー１（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

“４”：ユーザー２（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

“５”：ユーザー３（ＰＣソフトによってレンズ係数の設定が行われている場合） 

－ 測定角 

“＿”または“０”：０．１°  “１”：０．２°  “２”：１° 

－ 測定速度 

 “＿”または“０”：ＬＴＤ．ＡＵＴＯ  “１”：Ｓ－ＦＡＳＴ  “２”：ＦＡＳＴ 

“３”：ＳＬＯＷ  “４”：Ｓ－ＳＬＯＷ  “５”：ＭＡＮＵ  “６”：ＡＵＴＯ 

－ 測定時間（秒数） “＿”または“＿１”～“６０” 

－ 同期 

 “＿”または“０”：Ｎｏ－Ｓｙｎｃ  “１”：Ｓｙｎｃ 

－ 周波数   

“＿”または“＿＿＿＿０”または“＿４０００”～“２００００”（１００倍値） 

－ 視野 

 “０”：２°  “１”：１０° 

－ 校正ＣＨ  “＿０”～“２０” 

－ 基準値ＩＤ  「４．文字コード表」を参照。 

－ 測定年月日  “００＿１＿１”～“９９１２３１”（年月日の順） 

－ 測定時分秒  “＿０＿０＿０”～“２３５９５９” 

〔基準値〕 

コマンドパラメータで指定した表色値を応答する。 

（例）Ｌｖ･ｘ･ｙ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３１２７，＿＿＿＿＿０．３２９３”  

  （Ｌｖ）   （ｘ）   （ｙ） 

（例）Ｌｖ･ｕ’･ｖ’ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３３３３，＿＿＿＿＿０．３３３３”  

  （Ｌｖ）   （ｕ’）   （ｖ’） 

（例）Ｌｖ･Ｔ･Δｕｖ（Δｕｖでプラスの場合は、先頭は空白文字） 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿＿６５００，＿＿＿＿－０．００５０” 

  （Ｌｖ）   （Ｔ）   （Δｕｖ） 

（例）Ｘ･Ｙ･Ｚ 

“＿＿＿＿＿５５．４４２，＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿９．００１” 

  （Ｘ）   （Ｙ）   （Ｚ） 

（例）主波長 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿５５０．４，＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

  （Ｌｖ）   （主波長）  （空白） 
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ＴＤＳ（基準データを設定する） 

コマンド名 ＴＤＳ ： Target Data Set 

機能 基準データを設定する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕                    〔本体〕 

 “ＴＤＳ，データ番号，表色系，基準データ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ

説明： 

指定したデータ番号に基準データを設定します。このデータは、色差を算出するために使用さ

れます。 

フォーマット： 

－ データ番号 “＊＊” 

－ 表色系 “＊” 

－ 基準値 “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊”

パラメータ値の範囲： 

－ データ番号  “＿１”～“２０” 

－ 表色系    “０”：Ｌｖ･ｘ･ｙ  “１”：Ｌｖ･ｕ’･ｖ’  “３”：Ｘ･Ｙ･Ｚ 

－ 基準値（表色系パラメータで指定した表色値を以下の条件をみたす範囲で設定してください） 

 0＜x＜1 かつ 

 0＜y＜1 かつ 

 0＜x+y≦1 かつ 

 0＜X≦99999000000 かつ 

 0＜Y≦99999000000 かつ 

 0≦Z≦99999000000 

（例）Ｌｖ･ｘ･ｙ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３１２７，＿＿＿＿＿０．３２９３” 

  （Ｌｖ）   （ｘ）   （ｙ） 

（例）Ｌｖ･ｕ’･ｖ’ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３３３３，＿＿＿＿＿０．３３３３” 

  （Ｌｖ）   （ｕ’）   （ｖ’） 

（例）Ｘ･Ｙ･Ｚ 

“＿＿＿＿＿５５．４４２，＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿９．００１” 

  （Ｘ）   （Ｙ）   （Ｚ） 
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ＵＣＳ（校正モードを設定/解除する） 

コマンド名 ＵＣＳ ： User Calibration Setting 

機能 校正モードを設定/解除する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕              〔本体〕 

 “ＵＣＳ，モード”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

校正モードを設定/解除します。CH00 の場合は使用することができません。 

ユーザー校正は、ＵＣＳ･ＵＷＴ･ＥＴＲ･ＵＣＳ（解除）の順で行ってください。 

校正を行う対象のＣＨは、ＣＨＲコマンド（“CHR,99”）によって読み出されるＣＨです 

（ＣＨＳコマンドで変更可）。 

フォーマット： 

－ モード  “＊” 

パラメータ値の範囲： 

－ モード  “０”：解除  “１”：設定 
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ＵＷＴ（任意１点校正を実行する） 

コマンド名 ＵＷＴ ： User Calibration White 

機能 任意１点校正を実行する 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕                 〔本体〕 

 “ＵＷＴ，データ番号，表色系，校正値”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

任意１点校正を実行する。 

ユーザー校正は、ＵＣＳ･ＵＷＴ･ＥＴＲ･ＵＣＳ（解除）の順で行ってください。 

校正を行う対象のＣＨは、ＣＨＲコマンド（“CHR,99”）によって読み出されるＣＨです 

（ＣＨＳコマンドで変更可）。 

フォーマット： 

－ データ番号 “＊＊＊” 

－ 表色系 “＊” 

－ 校正値 “＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊，＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊”

パラメータ値の範囲： 

－ データ番号  “＿＿０”～“１００” または “９９９”：ホールド値 

－ 表色系 

 “０”：Ｌｖ･ｘ･ｙ  “１”：Ｌｖ･ｕ’･ｖ’  “３”：Ｘ･Ｙ･Ｚ 

－ 校正値（表色系パラメータで指定した表色値を以下の条件の範囲で設定してください） 

 0＜x＜1 かつ 

 0＜y＜1 かつ 

 0＜x+y≦1 かつ 

 0＜X≦99999000000 かつ 

 0＜Y≦99999000000 かつ 

 0≦Z≦99999000000 

（例）Ｌｖ･ｘ･ｙ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３１２７，＿＿＿＿＿０．３２９３” 

  （Ｌｖ）   （ｘ）   （ｙ） 

（例）Ｌｖ･ｕ’･ｖ’ 

“＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿０．３３３３，＿＿＿＿＿０．３３３３” 

  （Ｌｖ）   （ｕ’）   （ｖ’） 

（例）Ｘ･Ｙ･Ｚ 

“＿＿＿＿＿５５．４４２，＿＿＿＿＿８０．００３，＿＿＿＿＿＿９．００１” 

  （Ｘ）   （Ｙ）   （Ｚ） 
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ＺＲＣ（ゼロ校正をする） 

コマンド名 ＺＲＣ ： Zero Calibration 

機能 ゼロ校正をする 

動作の流れ： 

〔ＰＣ〕         〔本体〕 

 “ＺＲＣ”＋デリミタ →  

← “エラーチェックコード”＋デリミタ 

説明： 

ゼロ校正をする。 

フォーマット： 

パラメータ値の範囲： 
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３．エラーチェックコード 

コード 説明 

ＯＫ００ 正常。 

ＯＫ０３ 電池電圧低下。（電池電圧が３．６Ｖ～３．４Ｖ） 

ＯＫ１２ Lv･X･Y･Z のいずれかが表示範囲を超えている。 

ＯＫ１３ 電池電圧低下（電池電圧が３．６V～３．４V）、かつ、Lv･X･Y･Z のいずれかが表示

範囲を超えている。 

ＥＲ０１ 電池電圧低下。（電池電圧が３．４Ｖ以下） 

ＥＲ０２ 測定中であるため、コマンドを受け付けられない。 

ＥＲ０３ 任意校正値または基準値の設定時での、Lv･x･y、または Lv･u’･v’エラー 

ＥＲ０５ 行列校正で正しいデータが入力されていない。 

ＥＲ０６ 行列校正時の行列係数が不正。（主対角要素が 0以下。行列式が 0。） 

ＥＲ０７ ＣＨ００に対して設定を行おうとした。 

ＥＲ０８ 視野角設定に矛盾する操作が行われた。 

例：選択したＣＨの視野が本体の視野設定と異なる、10°視野のときに表色系をＬ

ｖ･Ｔ･Δｕｖは選択しようとした、等。 

ＥＲ０９ データ保護設定がＯＮであるときに、ＭＥＭコマンドによって上書き保存しようと

した。 

ＥＲ１０ コマンドが存在しない。 

ＥＲ１１ ６４文字以上受信。 

ＥＲ１４ パラメータのフォーマットが正しくない。 

ＥＲ１５ パラメータの範囲が合わない。パラメータに矛盾がある。 

ＥＲ１６ 通信コマンドの使用方法に誤りがある。 

例：本体がリモートモードでない、ユーザー校正の手順に誤りがある、 

ＣＤＲ･ＣＤＳでＣＮＴの送り方が適切でない、等。 

ＥＲ２０ データが存在しない。 

ＥＲ２１ 低輝度 

ＥＲ２２ 測定範囲オーバー 

ＥＲ２３ オフセットエラー（シャッター異常） 

ＥＲ２７ レンジ不確定（光源の変動が大きい） 

ＥＲ３０ 測定角切替えスイッチの位置が正しくない。測定中に測定角が変更されている。 

ＥＲ３１ ＦＲＯＭ書換えエラー 

ＥＲ３４ 時計ＩＣ異常 

ＥＲ３５ ＡＤコンバーター異常 
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４．文字コード表 

測定値、校正ＣＨのＩＤには以下の文字が入力可能です。 

spはスペースコードを示します。空白の領域は使用できません。 

 

 20 30 40 50 60 70

0 sp ０ ＠ Ｐ ‘ ｐ

1 ！ １ Ａ Ｑ ａ ｑ

2 ” ２ Ｂ Ｒ ｂ ｒ

3 ＃ ３ Ｃ Ｓ ｃ ｓ

4 ＄ ４ Ｄ Ｔ ｄ ｔ

5 ％ ５ Ｅ Ｕ ｅ ｕ

6 ＆ ６ Ｆ Ｖ ｆ ｖ

7 ’ ７ Ｇ Ｗ ｇ ｗ

8 （ ８ Ｈ Ｘ ｈ ｘ

9 ） ９ Ｉ Ｙ ｉ ｙ

A ＊ ： Ｊ Ｚ ｊ ｚ

B ＋ ； Ｋ ［ ｋ ｛

C ， ＜ Ｌ \ ｌ ｜

D － ＝ Ｍ ］ ｍ ｝

E ． ＞ Ｎ ＾ ｎ  

F ／ ？ Ｏ ＿ ｏ  
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